
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年９月４日（金） 

発行:玉城中学校校内支援委員会

TEL:098-948-7105 

担当：特別支援コーディネーター 

當銘 朋子 

 特別支援だより 
保護者の皆様へ 初秋号 

直接の教科指導ではなく、 
移動介助や指示の 
伝達補助など、環境を 
整えることが主な役割です 

行事での安全行動など、 
先生方と連携して支えます 

授業中の個別アシスト 

➀担任へ相談 ➁書類提出 ➂校内委員会 
での検討 

➃教育委員会 
への申請 



 

 特別支援教育支援員の配置は 

１ 落ち着きがない、言動が荒い、授業中に立ち歩く、1対 1の関わりを求めたがる、教室から

飛び出す等、特別に支援が必要な生徒。 

２ 健康面、安全面で支援員配置が必要な生徒。 

３ 通常学級に在籍する発達障害のある生徒で支援を要する場合。 

４ 特別支援学級在籍生徒で安全面や生活面で支援を要する場合。 

５ その他教育長が必要と認める場合。 

 

特別支援教育支援員の役割 

教室移動の補助といった日常生活上の介助や、学習支援、安全確保などの「学習上のサポー

ト」です。特別支援教育支援員が行う学習支援については、読み書きが困難等の生徒に対して

の補助的な支援とし、直接の学習指導を行うものではありません。 

  

（１）教室を飛び出していく生徒に対して、安全確保や居場所の確認を行う。 

（２）聞くことに困難を示す生徒に対して教員の話を繰り返して聞かせる。 

（３）学習活動、教室間移動等の介助。車いすの生徒の移動。 

（４）てんかんの発作が頻繁に起こる生徒を把握し、発作時の転倒など危険回避に対応する。 

（５）他者への攻撃や自傷などの危険な行動の防止等の安全に配慮する。 

（６）運動会、学習発表会、宿泊学習、校外学習等の学校行事における介助。 

（７）支援を必要とする生徒の得意なことや苦手なこと、理解しにくい行動を取ってしまう理由

などを、周囲の生徒が理解しやすいように伝える。 

   

 これらの役割のほか、学校関係者との連携の上、子どもの学校生活の様子を保護者へ情報提供

する、保護者から日々の家庭生活についての状況を聞き、子どもへの対応に活かしていくことな

どが支援として行われます。 

 

 特別支援教育支援員は、「教員」としてではなく、担任等の指導の補
助をすることが基本的な役割になります。学校や学級の教育方針を
担う一人として、生徒一人一人の教育的ニーズに応じた適切な支援
を目指します。 
 目的は、生徒の成長とあわせて、生きる力を育むための自立に向け
た支援です。 

※申請書の記入がありますので、お早めにご連絡ください。 

※申請する事で必ず支援員配置になるわけではありません。 

       申請書提出締め切り 1０月２日（金） 

 


